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論文内容の要旨

嘆覚は他の感覚に比べ研究が遅れており，嘆覚の数量化，その機構の解明が望まれている。本研究の

目的は，他の感覚系で用いられている大脳誘発電位の計測法を嘆覚系に適用し，唄覚の客観的な計測と

数量化を行なうことである。このため 嘆覚誘発電位計測に適したニオイ刺激法及びニオイ刺激装置の

開発を行なうと共に ニオイ刺激に対する嘆覚誘発電位の応答波形を人間の頭皮上から精度良く測定す

る方法の開発を行なった。まず，圧力一定のもとにニオイパルスを刺激する装置を試作し，呼吸同期式

刺激法を開発した。次に，嘆覚誘発電位の波形加算法として，被験者によるニオイ認知加算法を採用し，

波形測定の S/N 比を向上させた。さらに 唄覚誘発電位測定における種々の雑音除去対策を行うと共

に，誘発電位の記録法として，基準導出法と双極導出法を比較し，基準導出法を用いて，正中中心部 Cz

で記録すると，安定した再現性ある波形が得られた口嘆覚誘発電位波形の相関分析およびニオイ濃度の

変化に対する応答波形の変化から，測定した波形が，嘆覚性の応答であることを確認した。また，伝導

パイプの刺激遅れ時間を測定し 中心的な陽性成分の真の潜時を約 240"-'340 ミリ秒と推定した。嘆

覚誘発電位の加算波形の反復刺激による実験から 振幅値の飽和特性を見い出し，この現象が嘆覚疲労

による心理データと対応すること，さらに不快臭の方が快いニオイよりも嘆覚疲労の効果が大きいとい

う結果を得た。またこれらの実験から，適正な波形加算回数が 1 0 回程度と結論した。一方， 1 5 種類

のニオイに対し，アミールアセテートの濃度 1 労の強度と等感覚強度となる各ニオイの濃度値を求め，

次に乙れを用いて， 2 5 対の形容詞に対するセマンティックデファレンシャル心理実験を実施した。乙

の実験から得た評価点を数値化し，主成分分析を行ない，第 1 因子に「快-不快J ，第 2 因子に「清涼

感」の成分を抽出した。各種のニオイに対する嘆覚誘発電位の波形を測定し，これらの波形をA/D変
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換して数値化したデータに 特異値分解法を適用して解析を行なった。まず，蒸留水を含む解析では，

第 1 因子軸上で，蒸留水とニオイの得点値が分離され，ニオイと水との識別を裏づけた。次に，各種の

ニオイの誘発脳波の特異値分解によって 第 1 ー第 2 の因子を 2 次元直交座標軸とする座標上で各ニオ

イの得点値の分布は，ニオイの心理実験とよく対応する分布を示した。これらの結果より，嘆覚誘発電

位の応答波形から，第 1 因子に「快ー不快J ，第 2 因子に「清涼感」の特性をもっニオイが識別された。

論文の審査結果の要旨

本研究は，嘆覚の定量化をめざして，客観的な計測法を提案し，その見通しをあたえたものである口

論文は 7 章からなる。第 1 章では，嘆覚の生理学的，心理学的，工学的研究の現状と，本研究の方向，

すなわち，目標とする定量化に嘆覚誘発電位を用いることを述べている口嘆覚誘発電位とは，嘆覚刺激

によって誘起される脳波成分であり，精度良い測定のためには，臭刺激装置と脳波の計測にかなりの工

夫を必要とする口第 2 章は著者らの開発した嘆覚刺激パノレス発生装置，呼吸同期式臭刺激法，臭認知式

誘発電位波形加算法などについて詳述したものである。と乙ろで，感覚には疲労現象があり，加算回数

を増やす乙とが必らずしも S/N比の向上とはならない。第 3 章では，嘆覚の疲労について調べ，適当

な加算回数を 1 0 回程度と結論している。さて，感覚の客観化には，心理量と物理量の対応づけが必要

である。第 4 章は，セマンティック・デファレンシャノレ (S D と略)法による臭の感情分析の結果の記

述である。まず， 1 5 種の臭物質を選び，これらについて心理的に等しい感覚をあたえる濃度を決定す

る。次に，乙の等刺激強度濃度をもっ 1 5 種の臭物質を標準臭刺激物質として，乙の各々に対し， 2 5 

対の SD評価項目ごとに 7 段階の評価をあたえる口さらに，乙の評点を主成分分析にかける。乙のよう

な手順によって著者は第 l 主軸が臭に対する「好一嫌J ，第 2 主軸が臭の「、清涼感J Iζ対応することを

見出している。一方，物理的尺度としての嘆覚誘発電位については，第 5 章で，特異値分解法による分

析の結果を述べている。臭刺激としては，アミ jレアセテートなど 5 種類の臭物質と蒸留水を用い，誘発

電位の 1 0 回の加算波形を分析の対象とする。その結果 第 1 主軸および第 2 主軸への寄与率に応じて

臭物質を配置すると， S D法による配置とよい一致を示すことがわかった。すなわち，快い臭であるア

ミ jレアセテートと不快な臭であるトリメチルアミンは，第 1 主軸上，正・負反対の極に位置し，ハッカ

香のメントーノレは第 2 主軸の正方向に配置された。第 6 章は残された問題点などの検討にあて，第 7 章

を結論としている。

以上，本論文は，唄覚の定量化をめざした客観的計測法とその性能を具体的に示したもので，工学博

士の学位論文として価値あるものと認める。

-435 




